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流星の光度曲線ご上諭大氣　〔一〕

下 保 茂

　流星の光度曲線tc關する最近の研究を紹介し，爾自分の立付V・た事を二三述べて見

度）㌔

　　　　　　　　　　　　　　　　［1］

　流星が経路の途中でその光度を攣化する事は大流星では屡々見受ける事で

あり，注意深く観測してみると，2β等位な流星の中にも時々その種な傾向の

ものが有るのに氣付く，幅岡の坂元鐡馬氏は天界（昭和七年11月號）L流星の

維路中の光度攣化について「の一文に於て流星の光度攣化の曲線を数個の型

に分類し種々の統計的結果を獲表して居られる．

　今はなき私の25（小田島謙三君も1932年夏頃から同じ様に流星の光度曲線の

材料を集めて居られた．私の手許に彼の凝測結果がなV・ので詳細に紹介出來

ないのは幾念である．

　　　　　　　　　　　　　　　　［II］

　ハ1バ1ド大部天文憂のホフライト（D．IIOffleit）は本年2月のProceed　insr

of　the　Nationol　Academy　of　Sciellce　of　U．S．A．誌上にL流星の光度曲線の研

究■の一文を褒表してみる．今まで肉眼を主な武器としてみた流星槻測の分

野にしては爲眞によって得た新に興味ある知識を提供してみる．以下にその

概要を紹介する．

　L約50個の流星爲眞を槍査した塵，原板上の流星の像が総て同一の傾向でな

v・こと，亦敷ケの流星の像の間に一定の類似のあることがわかった，この類

似を詳細に研究する爲に流星面心の全経路に滑ふて光度の相霜囲心痛の測定

をなした。自口ち原板上の流星の痕に澹ふて一定の間隔で懊形度計でその濃度

を記録するのである・

　1931年のハ1バ1ド年表に記されてみる異った3個のレンズで撮：つた・流星

爲眞の内，原板の端にかSつてみるもの等を除いて約50個が撰ばれた，光度
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の曲線は同一の基線に直して描かれてある．勿論，この内の若干は光度の攣

化の極めて輩調なものがあるのは言ふまでもない．かくして得た光度の曲線

には二つの主なる型がある．第1型は幅廣い極大を持ってるて，小さな凸凹は

あるがやS滑らかな曲線で，時には封構的であるのもある．第II型は初め暫

くは光度が小であるが，ある鮎まで詰ると急激に上昇し，又急に光度の嚢へ

るものである．

　両方の型は更に少さく分られる．

　第1型は曲線番號1より7までの腸するIa型12－15までの属するIb型の二つ

に分かれ，Ibがla型と異る虞は極大光度が中央にあり曲線の中は廣くない．

16と17は似てみて第1型から更に分けられる．曲線18より22までは第1型中で

や玉不規則なものだ．

　第II型は又3個の群に分類される．尤もその一一・つ一つが明かに違ってみるの

ではなく，連績的に績いてはみるが．光度の極大が獲光黒目から消失鮎までの

開の0．8以一ヒの黒日にあるものをIla型（23・一26）極大が0．65－O．8までの聞にある

ものをIlb型（27－29），そして0．5－O．65の開にあるものをIlc型（30及34）とす

る・第一圖は類似の曲線を重ねたものである．

　種kの異った槻測の結果より寓眞的又1ま光學的制限のみで光度曲線の二つ

の型を設明し得ないことが分る．これらの型は流星の他の聖餐に關聯するも

のであらう．そしてそれは高さと速度に關するものと思はれる．個々の流星

の高さは決定されてるない．速度を調べた廣，速度の大なる流星は第1型より

も第II型va　一一致する．

次の表は主なる流星群に於けるZ卜1均の秒速と光度極大の位置を示すもので

ある．
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　甚だ簡輩であるが以上で1－loffleitの論文のあらましを終へて，次に：自分の

思ひ付いた事を書V、て見る．

　流星は一般に速度の大なるものは地上高くで獲継し高くで消滅するが，緩

やかなものは嚢光鮎，清滅身共に低V・のが普通である．Hoflleitは速度の大な

るものほど光度の極大が前失窯に近いことを述べてみる．

　デニングの主な流星群の地上の高さ，及速度の統計にHoffleitの光度極大

の位置の考へを適用して見ると興味ある結果を示してみる，

　第一圓に於て地上よりの高さを縦軸にとり，毎秒の遽度を横軸にとって，

デニングの表の各流星群の速度に亡し，獲光角を◎印，消失1．　を。印で表し

だ．次に露光黙と消失黙との間はHoeneitの表より光度極大の位置を求め之

をx印で表してある．之の黙の地上よりの高さは90粁乃至100粁，李均96転位

と思はれる。

　デニングの表は143個の流星より得たものであるが，磯光鮎，清滅勲の高さ

等に，材料の不足によると思はれる疑問もなV・ではない・それで別に二1ス

ルの611個の大流星よリウエーゲネルが得た地心速度と磯光鮎及清滅黙の高

さの統計を用ぴて，前と略同じ様な作意を行って見た・但し，この方は各流

星群毎に獲光鮎，南瓦黙が示してない故，各流星群の嚢光黙及清糞意を，塗

れと同じ李均感度を持つ流星と同様であると假定した．

　第二圖に於て，地上よりの高さを縦軸に，地心速を横軸にとって，ウエゲ

ネルの統計より地心速度に封ずる爽光二三消滅瓢をそれぞれ◎印O印で表は

した．これらの鮎を連ねるa，及びd，は地心速度に封ずる喪光鮎，及清滅鮎

を示す直線である．次に，Hoffleitの各流星群の速度及光度極大の位置の表

よりこの岡上に各流星群の光度極大の鮎をx印で表した．瓢線mは各速度に

封ずる光度極大の卒均の高さであるこの圓によって光度極大は地上約100粁
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より　85igまでの間にあって卒均は略

93粁となる．

　以上二つの結果より次の事が言へ

やう．

　各流星群によって速度，及獲光黒占

の高さ等には可成りの相蓮はあるが

光度の極となる地上の高さは略一定

してみてその高さは85Km乃至100

Klnでその李均は約95粁のあたりで

ある．嚴密に言へば第一圖及第二圖

第　　二　　圖
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に於て光度の極大を示す線，mは同

一の高さ一脚ち横軸に李行一で

はなく，濁る傾斜をもつてみて爾方

共，速度の小なる方が幾分低V・・之

は實回そうであるのか，或は統計の

：不充分によるものか，何れかわから

ない．

　或はa．b．が直線で表はされる様

な一軍な關係でないのであらう．が

速度が数十粁のあたりでは近似的に

直線と見て差支へないと思って探用

した．流星の磯回瓢及清失難の高さ

は各流星群によって異る特殊の性質

上磯大氣に異常な暦の存在等によっ

て可成左右されるものと思ふ．第二
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圖の消：失難は或はd’の如き曲線となるかも知れぬ・一之らの事を考へるに際

は地心速度0，若くは之に近い流星の事を考慮する必要がある・

　dノ曲線はHumphreysがPhysics　of　The　Airの中に述べてみる上層の回歴

との聞に与る画数響町係がありさうにも思はれるが確かな事はまだ断言でき

ぬ．

　嚢二二及消滅鮎を示す直線a．　b．が雨下の圖に於ていつれもiP：行でなく，速

度の大なる方に向って開いてみる．之が事實とすると速度の大なる流星程李

均して経路が長いとも言ひ得るのであるが，Denniii9の統計及Hoffleitが引

用してみるハ1バ1ドの統計を調査しても，その様な断定を與へる林料はな

かったので或は圖の上にのみ表はれ，てるる誤った結果かも知れぬ．勿論，流

星の眞経路は地球大氣中に突入して到る角度によって異り軍に高さのみより

その長さを云々することは無理かも知れぬが・（未完）

　　　　　　　　　　　天文學講習會廣告

　岡山支部主催第五回講習會を下記の要領によって開きますから，奮

って御参謄本さい．
L　期日　昭和八年八刀二十三日午前九時より二十五日．正午迄三日間・

2．揚所　岡山市門田屋敷三勲尋：常高等小學校講堂（第六高等學校附近）

5．題臼及講師
　a・望遠鏡製作法　　　　　　　　　　　　（四時間）

　　　　纏冠座　　 工學士　坂本黎四郎
　b・小學校教科書に現はれたる天交剛材野牛（九時間）

　　　　　　　蔽灘蟹懸水野千里
4・會費舖圓也但囎員凧生生・牛額無難総締）

5．入會申込期限
　　　　昭和八年八月二十日迄

6．入會申込所

　a・岡山市門田21　水野千里方
　　　　　　　　　　　　　東亜天丈協會　岡山支部
　b・岡画縣倉敷市高砂町　倉敷天丈塁
7．其の他の事項　倉敷天文塁参観，茶話會，有志懇規會，撮影天文臨書，

　　雑誌，檜葉書，望遠鏡等の陳列會を致します・

　　　　　　昭和八年七月
　　　　　　　　主催　東亜天文開国岡山支郡

　　　　　　　　後援倉敷天文藁


